
‭Privacy by Design Conference 2025　アジェンダ　‬

‭2025年1月28日（火）10:00〜17:00‬

‭概要と目的‬

‭プライバシーに関わる、文化、法律、テクノロジー、ビジネス、オペレーションなどのさまざまな立場‬
‭の方が、多様な視点で対話を行うための国際カンファレンスです。専門家によるセッションと、参加者‬
‭によるワークショップを開催します。終日ネットワーキングスペースを設けておりますので、多くの方‬
‭とプライバシーについての対話をしましょう。‬

‭カンファレンスタイムライン（2024年12月11日時点）‬

‭※タイムラインについては変更になる可能性があります。ご了承ください。‬

‭#‬ ‭セッション種別‬ ‭会場‬ ‭開始時間‬ ‭終了時間‬

‭1‬ ‭オープニング‬ ‭8D(120)‬ ‭10:00‬ ‭10:05‬

‭2‬ ‭基調講演1 （アジア）‬ ‭8C(80)‬ ‭10:05‬ ‭10:25‬

‭★移動休憩‬ ‭10:25‬ ‭10:35‬

‭3‬ ‭パネルディスカッション1 （国内）‬ ‭8D(120)‬ ‭10:35‬ ‭11:20‬

‭4‬ ‭パネルディスカッション2 （アジア）‬ ‭8C(80)‬ ‭10:35‬ ‭11:20‬

‭★移動休憩‬ ‭11:20‬ ‭11:30‬

‭5‬ ‭パネルディスカッション3 （国内）‬ ‭8D(120)‬ ‭11:30‬ ‭12:15‬

‭6‬ ‭パネルディスカッション4（アジア）‬ ‭8C(80)‬ ‭11:30‬ ‭12:15‬

‭★ランチタイム‬ ‭12:15‬ ‭12:45‬

‭7‬ ‭パネルディスカッション5（国内）‬ ‭8D(120)‬ ‭12:45‬ ‭13:30‬

‭8‬ ‭パネルディスカッション6 （欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭12:45‬ ‭13:30‬

‭★移動休憩‬ ‭13:30‬ ‭13:40‬

‭9‬ ‭パネルディスカッション7 （国内）‬ ‭8D(120)‬ ‭13:40‬ ‭14:25‬

‭10‬ ‭パネルディスカッション8 （欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭13:40‬ ‭14:25‬

‭★移動休憩‬ ‭14:25‬ ‭14:35‬

‭11‬ ‭パネルディスカッション9 （国内）‬ ‭8D(120)‬ ‭14:35‬ ‭15:20‬

‭12‬ ‭パネルディスカッション10 （欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭14:35‬ ‭15:20‬

‭★移動休憩‬ ‭15:20‬ ‭15:30‬

‭13‬ ‭基調講演（欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭15:30‬ ‭15:40‬

‭14‬ ‭基調講演（欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭15:40‬ ‭15:50‬

‭★移動休憩‬ ‭15:50‬ ‭16:00‬

‭15‬ ‭パネルディスカッション11 （欧米）‬ ‭8C(80)‬ ‭16:00‬ ‭16:45‬

‭16‬ ‭基調講演‬ ‭8C(80)‬ ‭16:45‬ ‭16:55‬

‭17‬ ‭クロージング‬ ‭8C(80)‬ ‭16:55‬ ‭17:00‬



‭1‬

‭カンファレンス基調講演‬

‭※基調講演及びセッション登壇者、タイトルについては変更になる可能性があります。ご了承ください。‬

‭【基調講演】持続可能なインターネットに向けた責任‬

‭オードリー・タン 氏（ビデオ録画）‬
‭サイバーアンバサダー　台湾‬

‭【基調講演】AI時代に求められるプライバシーバイデザインの形‬

‭アン・カブキアン 氏（ビデオ録画）‬
‭グローバルプライバシー&セキュリティバイデザインセンター‬

‭エグゼクティブディレクター　プライバシーバイデザイン開発者‬‭　　　‬

‭【基調講演】AI時代に求められるプライバシー文化を醸成するために必要なこと‬

‭レオナルド・セレヴァ・ナバス 氏（ビデオ録画）‬

‭欧州データ保護監察機関　事務局長　‬‭　　‬

‭ルイス・アントニオ・サルバドール・カラスコ 氏‬

‭スペイン王国データ保護機関　部門ディレクター‬‭　　‬

‭カンファレンスセッション‬

‭アジア圏のプライバシートレンドと企業が考えるべきポイント　‬

‭エブリン・ゴー 氏‬

‭シンガポール共和国　情報通信メディア開発庁　‬‭　‬

‭市民参加型でのデータ社会の実現するためにできること　‬‭　‬

‭北崎 允子氏‬
‭武蔵野美術大学　教授‬

‭これからのAIガバナンスとプライバシーの在り方　　‬‭　‬



‭2‬

‭責任あるAI開発　〜未来社会の人間をステークホルダとした時の現代人の責任とはなにか〜‬

‭柴田 誠 氏‬
‭FINOLAB, Head of FINOLAB‬

‭平山 元清氏‬
‭Japan Digital Design 株式会社　VP of Data Science‬

‭（仮）2030年以降のデータ流通のあるべき姿とは‬

‭国際的な潮流を踏まえた産官学民で考えるこれからのAI規制のあり方‬

‭マーヴ・ヒコック 氏‬
‭AIデジタル政策センター　代表‬
‭変革センター（The Center for Radical Transformation at the Chiba Institute of Technology）　‬
‭客員研究員（AI分野）‬

‭原山 優子 氏‬
‭東北大学 名誉教授‬

‭三部 裕幸 氏‬
‭渥美坂井法律事務所・外国法共同事業　パートナー弁護士・ニューヨーク州弁護士‬
‭大阪大学招聘教授（社会技術共創研究センター）‬

‭デジタル社会におけるプライバシー意識の醸成‬

‭スポンサーセッション‬

‭マーク・メドム・ブンゴー 氏‬
‭Partisia ApS - 最高プロダクト責任者‬

‭Z世代と考える未来のインターネットへの期待‬

‭デジタルIDによってどのような社会を実現するのか‬


